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1．問題と目的
保護者支援・教育研究所と『親育ち講座』

保護者支援・教育研究所の概要 保護者支援・
教育研究所（以下、本研究所）は、従来おこなわ
れてきた保護者支援の実践的側面に加え、その裏
付けとなる理論的側面を充足させることにより、
①「親自身の学びと子育て支援を充実」させ、同
時に本学学生や保育関係者との連携により、②「保
育関係者の保護者支援技術の向上」させ、それら
が最終的に③「子どもの健やかな発達支援」につ
ながることを目的としている。また、本研究所は、
「教育」「心理」「医療」「福祉」の4側面から実

践・研究が進められるよう、それぞれの分野の専
門性をもった研究所員を配置し、あらゆる側面か
ら保護者をサポートできるような推進体制を構築
した。
子どもの最善の利益をめざして 子どもの最善
の利益を守るために必要なことは二つある。マズ
ローの欲求階層説を参照すれば、一つは生理的欲
求の充足、もう一つは安全・安心の欲求の充足（情
緒の安定）である。これらの欲求充足のためには、
子どもを養育する保護者への支援が求められるの
である。特に、近年増加傾向にある保護者・養育
者から子どもへの虐待は、上記二つの欲求充足を
妨げるものであり、社会全体を通して取り組んで
いかなければならない課題である。
一般的に、虐待予防のための取組は次の三種類
が挙げられる。（ⅰ）虐待を未然に防ぐ一次予防、
（ⅱ）現在起こっている虐待を止める二次予防、
そして（ⅲ）虐待経験者による虐待の連鎖を防ぐ
三次予防である（森田、2006）。これらの虐待予
防のうち最も重要視されるのは、（ⅳ）虐待を未
然に防ぐ一次予防である。この点に関して渡邊
（2011）は、社会的に虐待の一次予防が為されて
いるにもかかわらず、虐待が減少しない理由とし
て、虐待を行う「兆候のある個人（親）」ばかり
に焦点が当てられ、「何の兆候もない個人（親）」
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表1 親育ち講座のテーマと概要
回 講師 テーマ 概要

1 浦川 末子 子どものしあわせづくりのために 子どもの成長にとって重要なことを、生涯発達の視点と講師
自身の教育活動の経験から伝達する。

2 福井謙一郎 愛着ってなあに？ 子どもの対人関係の基盤となる愛着のシステムについて伝達
する。

3 滝川由香里 おなかの中の赤ちゃん 胎児期の子どもの感覚や出産に関する様々な知識を伝達する。

4 滝川由香里 乳児との関わり 産まれたばかりの乳児とのかかわり方について、専門的な知
識を踏まえ、解説する。

5 本村弥寿子 乳幼児期の教育 乳幼児期の教育やしつけのあり方について、乳児教育の観点
から解説する。

6 本村弥寿子 一緒に遊びましょう 上記の幼児教育の観点をふまえ、子どもとの具体的な遊び方
について伝達する。

7 福井謙一郎 愛着と友だちづくり 乳幼児期に構築された愛着が、どのように対人関係に影響を
及ぼすか伝達する。

8
長尾久美子

子ども・子育てを支える様々なしくみ 子育てを行う上で必要な専門機関ならびにその利用の方法に
ついて解説する。荒木 正平

9 倉成 央 親子のコミュニケーションについて 親子がコミュニケーションをとる上で重要なテクニックやあ
り方を、愛着理論を交えて伝達する。10 倉成 央 親子のコミュニケーションについて

への調査がないがしろにされており、虐待リスク
のない親への調査を進めることが必要であると指
摘している。以上の点を踏まえながら、本研究所
は以下の取り組みを行ってきた。
一時的予防としての『親育ち講座』 以上の実

態を踏まえた上で、本研究所は南島原市と連携し
ながら、親の子育てへの理解を深めるための『親
育ち講座』を実施した。本講座は、上述した「（ⅰ）
虐待を未然に防ぐ一次予防」の観点と、保護者に

子育ての正しい知識を教授するという観点から作
成されており、なおかつ子どもがどのように成長
発達していくのか、その具体的な段階について、
専門的な知識を有しない保護者にもわかりやすく
構成されたものである。
本報告では、この親育ち講座の概要と、実施後
の保護者の反応を踏まえながら、今後の親育ち講
座の方向性や方針について検討することを目的と
する。

2．方 法
『親育ち講座』の概要
『親育ち講座』は、2015年7月から南島原市の

協力を得て月一回ペースで実施された一講座45分
の10回講座であり、一日あたり2回、全5日間の
日程で実施された。全10回の講座の簡潔な内容は
表1の通りである。
本研究所の研究員は、それぞれ『心理』『医療・

保健』『教育』『福祉』を専門とする者で構成され
ており、なおかつ本講座では、それらの領域を子
どもの発達過程に合わせて保護者に学習してもら
うように配慮されている（表2）。つまり、子ど
もが誕生する前に身につけておくべき子育て観や
子育ての理論（愛着理論）に始まり、胎児期から
乳児期にかけて、保護者が子どもに対してどのよ

うなアプローチをすればよいのかを学ぶ。その後
は、子どもを受容することに重点を置いた心理学
的視点から教育学的視点へとシフトし、子どもに
『生きる力』を身につけさせるためにはどのよう

表2 親育ち講座の領域別分類
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表4 親育ち講座の感想アンケート結果

な教育的かかわりが必要なのか、また、子ど
もが成長する中で対人関係から習得していく
ことを知り、保護者がどうあればよいのかを
系統的に理解していくのである。つまり本講
座の第一の目的は、受講者（保護者）が、子
育ての基礎的知識やかかわり方等を学ぶこと
により、子育てに自信を持つことである。そ
して第二の目的は本講座を通して得た知識・
技術を、子育てに取り組む地域住民に伝達で
きる力を養うこととしており、この目的は、
地域の子育て支援ネットワークを広げることにつ
ながっている。

調査対象
親育ち講座受講者23名（内回答者17名）
『親育ち講座』感想アンケートの調査内容と分析
方法
本アンケートは全13項目から構成されており、

Ｑ1とＱ2は「非常に満足」「満足」「あまり満足
していない」「全く満足していない」の4件法を
用いた。さらにＱ3からＱ12は「とてもそう思う」
「少しそう思う」「あまりそう思わない」「全くそ
う思わない」の4件法で調査を実施した（表3）。
そしてＱ13については、自由記述形式の調査項目
であるため、Ｑ1からＱ12のうち、どの調査項目
に該当するかを研究員で分類した。

3．結 果

表3 感想アンケートの項目ごとの内容
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表5 自由記述（Ｑ13）の内容と調査項目ごとの分類

親育ち講座の感想アンケート結果（表4）
親育ち講座を受講した保護者はいずれの項目に

おいても高い満足度を示している。特にＱ3『講
師の説明がよく理解できた』においては、「とて
もそう思う」が94％と非常に高い数値の満足度を
示している。また、Ｑ12『今後もこの講座に参加
したいと思う』の項目も88％と高い数値であり、
Ｑ1からＱ2の『非常に満足』、『満足』Ｑ3から
Ｑ12の『とてもそう思う』『少しそう思う』の数
値を平均したところ、総合満足度の平均が99％に
達しており、親育ち講座全体を通して非常に高い
満足度の数値を示した。
一方で、Ｑ8『子育てについての質問や相談が

気軽にできた』の項目については、唯一「あまり
そう思わない」に回答されており、調査項目全体
と比較すると、満足度が高くないことが明らかと
なった。

自由記述（Ｑ13）の内容と調査項目ごとの分類
（表5）
Ｑ13の自由記述欄にも、回答者17名のうち10名

から様々な意見が寄せられた。それらを調査項目

Ｑ1からＱ12のいずれに該当するか分類したとこ
ろ、表5の結果となった。受講者のほとんどが講
座の内容について非常に満足しており、特にＱ7
『子育ての方法が（サポートのために）参考になっ
た』に該当する回答が非常に多く見られた。また、
Ｑ2『講座の時間設定の満足度について』の項目
については、託児の有無や、講座が午前中に設定
されていることへの意見が寄せられていた。

4．考 察
『親育ち講座』の重要性（効果）と課題
以上の結果から、受講者の『親育ち講座』に対
する満足度は非常に高いと考えられる。この満足
度の高さの背景には、子育てに関する理論を前提
知識のない保護者に理解できるようにした教育的
工夫を行ったことと、講座内容に関して子育ての
理論的背景のみならず、「子どもにどうかかわる
か」といった実践的側面を重視したこと挙げられ
る。また、本講座が受講者の負担にならないため
にと本研究所と南島原市が考案した託児システム
や時間帯の設定が受講者の満足度を高めたと考え
られる。したがって、受講者に対するこれらの様々
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な配慮・工夫が、受講者の育児に対する意欲を高
め、育児に自信を持たせることにつながり、さら
には本講座の必要性を印象付けたのではないかと
考えられる。
一方、今回の調査結果から、本講座の課題も見

えてきた。Ｑ8『子育てについての質問や相談が
気軽にできた』の項目について、満足度が決して
高い数値でなかったということである。確かに「と
てもそう思う」「少しそう思う」を総合すると、
満足度としては87％と低くはないが、問題は「あ
まりそう思わない」と回答した受講者が13％存在
したことである。このことは、受講者が個人的な
子育ての悩みを相談したいという意思表示だと推
測される。本講座においては、個人的な子育てに
関する相談を受ける時間を30分ほど設けていたも
のの、受講者のニーズはそれを上回るのであろう。
したがって、来年度実施の親育ち講座では、個人
的な相談時間をより長く設定することを検討して
いかなければならない。

『親育ち講座』から『保護者支援士養成講座』へ
（提案と課題）
上述したように、本講座は非常に有意義であり、

かつ社会のニーズに対応したものであることが分
かる。しかし、本講座自体は研究員の数やスケ
ジュールの都合上、一年に一回しか実施すること
ができず、子育て支援のネットワークを広げるた
めには、あまりにもペースが遅いと言えよう。
これらの課題を解決すべく、本研究所は、現在

『保護者支援士養成講座』を計画している。この
講座は子育てに悩む保護者をサポートする『保護
者支援士』を養成するための講座で、子育て家庭
の現状を深く理解し、寄り添いながら親を元気に
できる専門職を育てるための新資格制度である。
基本的には、①親力を育てる（知ることで安心感
を持つ）、②子育てを楽しむ親を育てる（地域と
繋がる力）ことを目的としている。なお、この『保
護者支援士養成講座』は既に各自治体ならびに幼
稚園・保育協会にも広報を行っており、各機関か
ら非常に高い期待を寄せられている資格制度であ
る。この『保護者支援士』を養成し、社会に輩出

することで、子育て支援のネットワークがより広
がりを見せていくと考えられる。
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